
 

 

 

 

 

文部科学省では、私費外国人留学生の勉学意欲を高め、留学生交流の一層の推進を図る観点から、私費外国人留学生の中より、特に学業成績が優

秀な者を国費外国人留学生に採用しています。申請を希望する者は募集要項を確認のうえ、申請書類等を国際課国際課国際課国際課に提出してください。 

なお、募集要項及び申請書類等は文部科学省ホームページに掲載されていますのでダウンロードしてください。 

申請書申請書申請書申請書類類類類はははは、、、、一部を除きデータで提出していただきます一部を除きデータで提出していただきます一部を除きデータで提出していただきます一部を除きデータで提出していただきます。 

募集要項：文部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/boshu/1353190.htm 

【【【【対対対対            象象象象】】】】    

申請時に私費外国人留学生（「留学」ビザ取得者）として在籍し、平成平成平成平成 22227777 年年年年(201(201(201(2015555))))4444 月月月月 1111 日現在日現在日現在日現在において、大学院において、大学院において、大学院において、大学院の修士課程、又は博士課程の修士課程、又は博士課程の修士課程、又は博士課程の修士課程、又は博士課程

にににに正規正規正規正規生として進学する者及び在学する（見込みのある）者で、学業成績が特に優秀な者。生として進学する者及び在学する（見込みのある）者で、学業成績が特に優秀な者。生として進学する者及び在学する（見込みのある）者で、学業成績が特に優秀な者。生として進学する者及び在学する（見込みのある）者で、学業成績が特に優秀な者。    

私費外国人留学生で 1980 年 4 月 2 日以降に出生した者。 

   平成 27 年 4 月 1 日現在、日本政府と国交のある国の国籍を有する者。ただし、申請時に日本国籍を有する者は、募集の対象とはならない。 

※※※※    すでに他の奨学金を受給している者や標準修業年限での修了が不可能な者すでに他の奨学金を受給している者や標準修業年限での修了が不可能な者すでに他の奨学金を受給している者や標準修業年限での修了が不可能な者すでに他の奨学金を受給している者や標準修業年限での修了が不可能な者((((休学者を除く休学者を除く休学者を除く休学者を除く))))は対象外は対象外は対象外は対象外。。。。    

【【【【奨学金内容奨学金内容奨学金内容奨学金内容】】】】    

奨学金額：奨学金額：奨学金額：奨学金額：144,000144,000144,000144,000 円／月（修士）円／月（修士）円／月（修士）円／月（修士）またはまたはまたはまたは 145,000145,000145,000145,000 円／月（博士）円／月（博士）円／月（博士）円／月（博士）    その他：その他：その他：その他：授業料授業料授業料授業料はははは日本政府負担日本政府負担日本政府負担日本政府負担。。。。帰国旅費帰国旅費帰国旅費帰国旅費の支給あり。の支給あり。の支給あり。の支給あり。 

※ 奨学金額は平成 26年度実績であり、今後変動となる可能性があります。 

※ 修士課程（博士課程前期）に在籍している者が博士課程（博士課程後期）に進学する場合、奨学金支給期間の延長が認められることがあります 

【募集締切】【募集締切】【募集締切】【募集締切】    平成平成平成平成２６年２６年２６年２６年１１１１１月１月１月１月２５２５２５２５日日日日    （（（（火火火火））））    １７：００１７：００１７：００１７：００    厳守厳守厳守厳守        

【選考【選考【選考【選考方法方法方法方法】】】】        書類審査（１次）書類審査（１次）書類審査（１次）書類審査（１次）    及び及び及び及び    面接審査（２次）面接審査（２次）面接審査（２次）面接審査（２次）のうえ、文部科学省への推薦者を決定します。のうえ、文部科学省への推薦者を決定します。のうえ、文部科学省への推薦者を決定します。のうえ、文部科学省への推薦者を決定します。    

成績評価係数（詳しくは文部科学省ＨＰを成績評価係数（詳しくは文部科学省ＨＰを成績評価係数（詳しくは文部科学省ＨＰを成績評価係数（詳しくは文部科学省ＨＰを確認確認確認確認）が、）が、）が、）が、過去過去過去過去２２２２年間で年間で年間で年間で２．５０２．５０２．５０２．５０以上以上以上以上ででででない者は推薦されませんない者は推薦されませんない者は推薦されませんない者は推薦されませんので、各自でので、各自でので、各自でので、各自で確認のうえ確認のうえ確認のうえ確認のうえ提出提出提出提出

することすることすることすること。。。。また、また、また、また、指導教員の推薦書が必要になるため、申請にあたって必ず指導教員の承諾を得ること。指導教員の推薦書が必要になるため、申請にあたって必ず指導教員の承諾を得ること。指導教員の推薦書が必要になるため、申請にあたって必ず指導教員の承諾を得ること。指導教員の推薦書が必要になるため、申請にあたって必ず指導教員の承諾を得ること。    

 

ご不明な点等は国際課窓口国際課窓口国際課窓口国際課窓口へお問い合わせください。 


